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百
名
山
登
山
で
ト
ム
ラ
ウ
シ
に
無
事
登
れ
、
気
分
良

く
「
道
の
駅
樹
海
ロ
ー
ド
日
高
」
で
一
泊
す
る
。
明
く

る
日
、
後
方
羊
蹄
山
の
登
山
口
に
車
を
走
ら
せ
る
。
石

勝
樹
海
ロ
ー
ド
を
経
て
夕
張
、
千
歳
を
経
由
、
走
り
疲

れ
た
の
で
支
笏
湖
に
立
ち
寄
る
。
以
前
に
登
っ
た
樽
前

山
は
目
の
前
で
あ
る
。
湖
畔
を
散
策
し
て
い
る
と
落
葉

樹
に
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
群
れ
で
姿
を
見
せ
、
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。

　

北
海
道
に
す
む
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
腹
部
の
白
い
シ
ロ

ハ
ラ
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
で
、
北
海
道
で
は
ご
く
普
通
の
鳥

で
あ
る
。
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
樹
の
幹
の
周
り
を
上
下

左
右
、
逆
さ
に
も
ク
ル
ク
ル
と
独
特
の
動
き
を
し
な
が

ら
移
動
し
て
い
く
。
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
く
ら
い
の
大
き
さ

の
コ
ゲ
ラ
（
上
面
が
褐
色
と
白
の
横
縞
）
と
キ
バ
シ
リ

（
嘴
が
細
く
て
下
に
曲
が
り
上
面
は
茶
褐
色
）
は
樹
の

幹
に
止
ま
る
が
、
ど
ち
ら
も
逆
さ
に
止
ま
る
こ
と
は
な

い
。

　

小
雀
（
コ
ガ
ラ
）、
四
十
雀
（
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
）、
山

雀（
ヤ
マ
ガ
ラ
）、日
雀（
ヒ
ガ
ラ
）は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
。

名
前
は
似
て
い
る
が
五
十
雀
（
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
）
は
別

の
科
（
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
）
で
、
体
形
が
面
白
く
、
背

中
が
グ
レ
ー
の
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
の
五
十
代
の
お
じ
さ

ん
み
た
い
に
見
え
、
名
前
の
由
来
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

今
年
の
5
月
早
朝
、
関
西
百
名
山
の
蘇
武
岳
（
兵
庫

県
）
の
稜
線
を
歩
い
て
い
る
と
、
登
山
道
の
傍
の
樹
に

巣
穴
を
設
け
、
盛
ん
に
子
育
て
を
し
て
い
た
。
脅
か
し

て
は
い
け
な
い
と
そ
っ
と
通
過
し
た
。

スズメ目ゴジュウカラ科ゴジュウカラ （五十雀）

　

文
◎

小
枝
琢
三  

滋
賀
山
友
会（
滋
賀
）

写
真
◎

福
井
壽
彦  

西
宮
明
昭
山
の
会（
兵
庫
）

　全長 13.5cm。頭上から体の上面は青灰色、白くて細い眉斑と黒い過眼線があり、下面は
白くて脇は橙色、下尾筒は茶褐色の斑。雌雄ほぼ同色。雄は下尾筒の茶褐色が雌より濃く
見える。
　地鳴きはツッ、ツッ、トゥィー、ピョッピョッピョッなどと鳴く。フイフイフイフイフ
イという高い声でさえずる。
　九州以北の山地の林に留鳥としてすみ、本州中部では標高1000m位の山地の落葉広葉樹
林に多いが、北海道では低地にもいる。
　尾は用いず脚だけで樹の幹に縦に止まったり、逆さになったり、太い横枝の下側を歩い
たりする。樹の幹で樹皮の間にいる虫やその卵を探し食べる。貯食性があり、樹の実を樹
皮のすき間にはさんで嘴でつつくこともある。
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●
表
紙
の
言
葉

　

尾
瀬
・
景
鶴
山

　

高
橋 

良
行

　

秋
深
い
頃
の
尾
瀬
が
好
き
だ
。

　

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

　

茶
褐
色
に
染
ま
っ
た
尾
瀬
ヶ
原
を
歩
く
の
が
良
い
。

　

訪
れ
る
人
の
数
も
多
過
ぎ
ず
喧
騒
に
戸
惑
う
こ
と
も
な
い
。

　

10
月
の
下
旬
と
も
な
れ
ば
山
小
屋
の
人
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
が
下
山
し
て
、

　

違
う
顔
の
「
尾
瀬
」
が
あ
る
。

2008 年 5月 長野市 戸隠森林公園

そ    

ぶ


